
■デジタル化 (IoT)、国際標準化への対応により、海外展開も見据えた次世代の高度な電力ネット
ワークの運用を実現する。

現状 将来
従来機器（個別仕様） デジタル変電所（国際標準）

①デジタル化対応
   （国際規格準拠）

①ユーザ仕様に特化

②ユーザ仕様に特化

③信号毎に
    メタルケーブル接続

②高機能化により
   機器統合・削減

③デジタル信号で一括して
  LANケーブル接続

④設備状態を AI・
   センシング活用により、
   常時監視

④設備状態（温度、湿度、
　部分放電など）を確認
   するため、現地出向

④設備状態を遠方監視

▶国際規格準拠による異メーカ結合の実現
▶メタルケーブル⇒LANケーブル化による工期短縮・資材費削減
▶情報伝送量の増大に伴う業務効率化と価値の創出
▶センシングによるリアルタイム計測と寿命診断機能による CBM化

給電所 給電所 事務所

風力発電設備用
雷電流計測装置

6kV柱上用
センサ内蔵自動開閉器

柱上変圧器

ガス絶縁形
接地形計器用
変圧器(EVT)

特高受変電設備(工場用) 地上用変圧器

スマートメーター

電気自動車用
急速充電器

6kVモールド形
電力供給用

計器用変圧変流器
（VCT）

モールド変圧器

電気自動車用
パワーコンディショナ
（ＳｍａｎｅｃｏＶ２Ｈ）

監視制御装置
（浄化センター用）

スポットネットワーク
受配電設備(ビル用)

特高変電設備
（鉄道用）

変電所
（電力用）

集中監視
制御装置

監視制御
システム

監視保護
制御装置

監視
制御装置

保護
制御装置

未来へ、そして世界へ。
東光高岳グループは、お客様と共に挑み続けます。


